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て皆さん読書をしていますか？と聞かれたとき

に、そんなに目的ないなっていう人もいるんじゃ

ないかなと。なんか流行っているから読んでいる

とか、読まないといけないから読んでいるみたい

な、そういうケースもあるんじゃないかと思って

おります。

時間管理のセミナーをちょうど昨日やったんです

けれども、やっぱり全ての動作に目的を持つって

いうのがすごく大切だなと思うんですよね。

ここで話すという行為もそうだし、この場所に来

てもらっているっていうこの動作にもやっぱり目

的が伴っているかどうか。例えば、会員さんと仲

良く話したいという目的で来るのか、平野の話を

聞いてちょっと勉強して自分の事業に生かそうと

思うのか、あるいは平野が話す様を見て、あっ動

画ってこういうふうに作るんだなっていうのを学

びに行こうとか、何でもいいんですけれども、何

の目的で参加するのかによって、学びっていうの

は深くなっていくと思うんですよ。

一つ一つの動作を、やっぱり私も精度を上げてい

かなきゃいけないなと思っているので、こういっ

た蜂蜜ドリンクを飲むのも、なぜこの蜂蜜ドリン

クなのか？どこの蜂蜜ドリンクがいいのか？みた

皆さん、こんにちは。「実践塾シェアクラブ」の

平野友朗です。

今日は「目的志向の読書術」というテーマでお話

をしたいなと思っております。この考える方の思

考じゃなくて、向かう方の思考を使ったのは、「心

が物事を目指し、それに向かうこと。考え、気持

ちがある目的を目指すこと、心の向かうところ」

が、志向という意味で、考えて読書しましょうっ

ていうよりは、目的に向かって読書をしていきま

しょう。

私は、かなり乱読なんですよね。もう年間で今

400冊ぐらい読んでいますけれども、正直そん

なに良い読み方じゃないかな。なので、今日は最

後には、今後どういう読み方をするのかという話

もしていこうと思うんですけれども、目的を持っ
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目的志向の読書術
～読書という行為の意味を考え効率的な読書をする～
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あとは娯楽としての読書、今日いくつか本を持っ

て来ていますけれども、小説は私は娯楽としてた

くさん読みます。映画を見ていても、本を読んで

いても私の場合、映像で残るので、小説読んでい

ても、もう勝手に映像が記録されていて、映画を

見たか、本を読んだかっていう記憶がなくなっ

ちゃうんですよね。でもなんとなくそのぐらい私

の場合、娯楽に向いている。

人によっては本を読む目的が、泣きたいとか、感

動したいとか、笑いたいとか、そういった娯楽も

含めてですけれども、そういう目的を持っている

人もいるんじゃないかな。

それから、これは皆さんよくやると思うんですけ

ど、ある特定のジャンルの深堀をしたい。私はメー

ルの専門家なので、メールと名の付く本が出たら

やっぱり知っておきたいし、深掘りをしたいので

必ずそれを読む。

起業の話しをするとなったときには、やっぱり恥

ずかしい話はできないですから、起業の話を深掘

りしたいって言って10冊ぐらい読んで、自分の

知識を整える、そんなことにも使ったりしました。

あとは流行についていきたい。やっぱり 100万

部売れた本っていうのは、読んでないと ･･･って

いう気持ちもあるので、やっぱり買っちゃうんで

すよね。

昔で言ったら何だろう、「さおだけ屋はなぜ潰れ

ないのか？」2005、6年に出た本だと思うんで

すけど、もうちょっと前かな。当時著者の山田真

哉さんといろいろ親しくお話することもあったん

ですけど、全く覚えていないですね。

いなことをある程度考えて、考えが落ち着いた

ら、それをずっとやっていく、突き詰めてくって

いう、そういう行動パターンをとるようにしてお

ります。

さて、皆さん、「読書の目的」と言われたらいく

つぐらい出せそうですかね？10個ぐらい出せそ

うですか？

例えば、暇つぶしの読書ってあると思うんですよ

ね。ちょっと時間が空いちゃった、やることがな

いから。そうなったときに、ネットサーフィンし

よう、ゲームをしよう、寝よう、ボーとしよう、

いろんな人がいると思うんですけれども、その空

いた空間を読書で埋めるっていうそういう人もい

ると思います。

昔多かったと思うんですよね、電車に乗ってもみ

んな本を開いている、新聞を見ている、雑誌を見

ている、活字を読んでいるっていうのが多かった

と思うんですけど、今はみんなスマホでゲームを

やっていたりとか、私は結構人のスマホを覗き込

むのが好きで、好きでって言ったらアレですけど

ね（笑）。

どのぐらいの世代の人が何をやっているんだろ

うって思うと、やっぱり Instagram見ている人

とか、Twitter をやっている人、世代によっては

Facebook やっている人が結構やっぱ多いんで

すよね。それはそれでいい活動かなと思うんです

けれども、やっぱり読書している人が減ったなあ

なんて思います。なので、もしかすると暇つぶし

の読書というのは、結構高尚な作業なのかなぁな

んて思います。
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画編集することが増えたので、さっぱりわかんな

いんですよ。もう一番簡単な本を買おうというこ

とで、これを買って、これで新規のページみたい

なのを立ち上げて、書き出すみたいな一連の作業

ができるようになった。

やっぱり業務上必要なものっていうのは、セミ

ナーに参加してもいいんですけれども、ただ、マ

ニュアル的なものを求めているんだったら、本っ

てやっぱり強いと思うんですよね。

やっぱり多くの人が起業するならば、起業の教科

書的な本を読んだりとか、メルマガを出したいな

と思ったら、メルマガの出し方とか、そういう感

じで本を選ぶことがあるんじゃないかな。業務上

必要なもの、それを学ぶための目的がある。

あと皆さん、資格を取られた経験があるかもしれ

ませんけど、資格試験を受けるための読書、それ

からあとはスキル全般を上げよう！ということで

スキルアップ、あと私は、今読書会で週に 1回

発表をしていますから、その読書会で発表するた

めのネタ作りとして準備をする、そのために読書

をするという目的もあります。

そしてあとは、どうしても自分の考えって偏っ

ちゃうんですよね。例えばメールを教えるってい

う仕事をしていても、自分の伝えていることが全

て正しいはずだって考えちゃう。

これはいろいろ考えた結果そうなっているから、

正しいはずだと思いつつも、もし違ったら人に迷

惑をかけるなと思って、バランスを取るために、

いろんな人のメールの本を読んで、やっぱりこの

考えはちょっとずらした方がいいなとか、あとは

実家の掃除をしていたら、その本が出てきました。

この前読んでみたんですけどいいこと書いてあり

ますね。当時あれを読んでなんとも思わなかった

んですけど、今読むと奥が深いなっていう。

やっぱり本って、自分の状況とか知識によって得

るものが違うなっていうのを、まじまじと感じた

んですけど、実家の棚を見ていたら、山田真哉さ

んの「さおだけ屋」の本、それから14歳で割腹

自殺をした人、そこから生き返って弁護士になっ

て、みたいな壮絶なお話が書いてあるんですけど、

ヤクザの人のお嫁さんになり、入れ墨を入れ、そ

の後弁護士に。当時一世を風靡したらしいです、

そういう本（「だから、あなたも生きぬいて」大

平光代）もありました。続編も結構売れてるみた

いな感じで。

他にも実家の棚にあったのが、「五体不満足（乙

武洋匡）」これは 400 ～ 500万部売れたんでし

たっけね？その本もあったりとか、「ベターッと

開脚」の本が出てきたりとか、結局 100万部を

超えてる本っていうのは、もう本を読みそうもな

いような人が、もういろいろ買っている感じなん

ですよね。

それを読んでいないと話題についていけないなっ

ていうこともあるので、とりあえず流行で、世の

中の人が読んでいる本ぐらいは読んでおこうか

な、そういう気持ちがあってもいいのかなと思い

ます。

あとは、業務上必要な本っていうのもあるんじゃ

ないかな。例えば私の場合だと、「プロが教える ! 

Premiere Pro デジタル映像編集講座」コロナ

に世の中なってすぐぐらいに、やっぱり自分で動
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でもその人が、次 4回目何か起こったときに正

しい行動を取れるかっていうと、これ正直わから

ないんですよね。今株価の予想とかを見ていても、

これから上がるって予想している人もいれば、下

がる、円高円安に関しても 150円を超える 160

円まで行くみたいなことを言う人もいれば、すぐ

140円とか 130円まで戻るみたいな予想を立て

ている人もいて、後で答え合わせしたときに、「ほ

ら、言った通りじゃないか」っていう人が半分ぐ

らい出てきて、その人がまた次予想したときに、

正解を取る人が半分なので、今何だかんだ言って

予想している人の 4分の 1が 2回当てることに

なるわけですよ。

いろんな人の情報を取っておいた方がいいってい

うのもそうだし、あと著者は、書き手は言いたい

ことを言う、いうこういう傾向があるので全部信

じちゃいけないっていうのが読書の仕方なのか

な、ちょっとそんなことを思います。

自分のバランスを取るっていうのも、いろんな本

を読んでいると古くからこう言ってる人がいたな

とか、株外している人がいるなとか、いろんな情

報が入ってくると自分のバランスが取れるなと。

あと多くの方が自分の悩みを発見するため、悩み

がよくわからないなっていう人が悩みに気付く。

問題を問題として認識していないケースって多い

んですよね。自分はこれで正しいと思っていても、

本を読んでみると「あれ、ちょっと問題じゃない

か ･･･」みたいな。「うち、異常じゃないか ･･･」

とか、それに気づける可能性もあるので、問題を

発見するツールとしても使える。当然、課題が出

てきたらその課題解決ツールとしても使える。

お金とか時間とかマーケティングの話しもそうで

すけれども、いろんな人の本を読むことによって

バランスが取れてくる。

本って著者が書きたいことを勝手に書いているの

で、著者の思い込みが強く入っているケースもあ

るんですよね。なので、読み手としては、この人

を信じるっていうよりは、いろんな人のバランス

を取って、「あぁ自分普通だな ･･･」っていう。

普通なところにいると、劇的な変化はないんです

けれども、ひどい目に遭うことはないなと。たぶ

ん実践塾の会員さんの方は、割と劇薬みたいなも

のを求めているっていうよりは、長く安定した事

業ができたらいい、ちゃんと長く生きれたらいい

みたいな人がいて、ギャンブル体質の人はすごい

少ないと思うんですよ。

ギャンブル体質の人は、グループの中で毎年 1

人ぐらい 1億円プレーヤーが出てきますよ、み

たいなそういうところに行くと、なんかすごい劇

的な方法が学べるかもしれない。でもこれ確率の

問題なんですよね。世の中で今例えばですけど、

株式投資とかで成功した人の話とかを聞いている

と、この人すごいなって思うかもしれない。

でも例えばですけれども、過去何がありましたっ

け？リーマンショックが2007年ぐらいでしたっ

け？リーマンショックがありました、あと何かあ

りましたっけ？コロナがありましたよね、コロナ

ショック的なのが。もう 1個なんかありますよ

ね？アベノミクス的なやつ？落ち込んだのが例え

ば 3つぐらいあったとして、たくさん投資を研

究している人がいたら、もうこれをピッタリ当て

ている人って、いっぱいいるわけですよ。
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あと私はライバル会社を知るためにも本を読む

し、さらに本の冊数をこなすっていう目的もあり

ます。これは毎年 400冊読むっていう目標を立

てて読んでいるので、そりゃあ、400冊読まなきゃ

いけないわけですよ。

考えてみてください、こんなの 400冊読んだら

大変なことになりますからね（笑）もうね、げん

なりします。まだ買ったままの状態ですね、この

本は。

例えば、こういう薄っぺらい本もあるわけですよ。

「チーズはどこへ消えた？」。400冊読むって決

めたら、この本を月に 1回読んでいると 12回、

30分あれば読めますよね。でも数を目標にした

ら、薄い本をどんどん選んだ方がいい。

最近ビジネス漫画も、よく読むんですけれども、

まぁ読んだ気しないんですけれど、結構いいこと

書いてあって、これまた読もうかなと。

年末は、漫画と薄い本、それからフォレスト出版

の本が増えてくるっていうね、なんかそんな感じ

がしますけれども（笑）あの本は本当 30分あっ

たら読めますからね。

でも、何を読んだかよりはやっぱり数を決めて数

を達成するっていうことが今、私にとっては大事

だったので、私みたいに量をこなすっていう目標

を立ててやってる人もいるんじゃないかな。

あとは皆さんどのぐらい本を読むか？月に 1冊

しか読まないみたいなそういうアンケート結果も

よく聞かれますけれども、週に 1冊ぐらい読ん

だ方がいいかなと思います。

なんでかっていうと、知識がもう本当力になる。

皆さんも自分が無知だったから、それで騙された

こととか、やっぱりいろんな失敗っていう経験が

あったりとか、あるいは知らなくて、遠回りをし

たとかっていうことがあるんじゃないかなと。

ものを知っていると、とにかく判断も早くなるか

ら、時間も有効に使える。私はこのうまみを知っ

ているので、とりあえず必要そうな知識は、全部

詰め込んでおいて、どっかで取り出せたらいい

なっていうね、そんなふうに思っています。

知識とか体験っていうのは、しておいた方がいい

なと思うんですよね。この前、稲刈りに行ってき

たんですけど、それももう経験のためなんですよ。

私はたぶん一生稲刈りしないと思うんですけど、

それは何でかっていうと、今回以上の経験がもう

できないってわかっているんですよね。

稲刈りがどういう手順なのか、どうやったら稲が

刈れるか、あれも一束取って刈る、そのままぐっ

ともう 1個つかんで刈る、4つぐらいまとめる、

自分で縛る。これが機械でガーッてやると、機械

が勝手に縛るところまでやってくれる。

この知識っていうのは、もう 1回やったらもう

周知の事実になってくるから、いらないわけです

よ。本っていうのは、そういうふうに自分が持っ

ていない知識をたくさん入れてくれるので、非常

に有益だなという、体験に勝るものはないんです

けど、本を読んでも、人の話を聞くだけでも、知

識っていうのはどんどん増えていくかなと。

なので私はひたすら本を買い、読み、知識を増や

し、たぶん年間 400 と考えたら、どうだろう？
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起業してから 5,000冊ぐらい読んでいるんじゃ

ないかな、最初の頃ほとんど読んでいなかったで

すけど、そのぐらい読んだら、そりゃあ読んでい

ない人と比べたら、多少マシになるはずなんです

よ。そうしないと、悲しいですからね。

何のために本を読むのかって考えたときに、目的

を達成したら、その読書はやめていいと思えるん

じゃないか。例えば私は400冊読むのが目的だ、

となった場合は 400冊読んだ時点で、もうこの

目的は叶えているから読む必要がない。

ライバル会社を知るために関しては、ライバル会

社が本を出したら、ひたすら読まなきゃいけない

んで、これは終わりはない。ただライバル会社が

出さなくなったら、もう読まなくていいかな。

資格の合格のため。これはもう資格が取れたら読

まなくていいし、こういったソフトの操作説明的

な本に関しても、ソフトの操作ができればいい。

ただ、全く覚えられないんで、毎回これ見て「あぁ、

このボタンだな」っていうのをやっていますけれ

ども、これは 2,980円プラス税ですけど、重宝

しますよね。

今自分も本を書いていて、本の作り手として、そ

こを実はあまり意識してなかったんですね。例え

ば読者が何のために自分の本を手に取るんだろ

う？と言ったときに、課題解決がメインかなと

思っていたんですけれども、もしかしたら他のと

ころがあるのかなと。

楽しいんでビジネスを学びたいという人に向けて

は、今まで完全無視をしていたので、楽しんで学

びたいとか、要点だけ短い時間で押さえたいとか、

読書が嫌いな人に読んでもらうとか、もう少し読

者ターゲットを考えていった方がいいのかなって

ちょっと思いました。こんな感じで目的を考えて

から、読書をやっていくと絶対はかどるわけです。

ちなみに、皆さんは「読書」ってどう定義してい

ますかね？本を読む定義。本を読むとは？

「少しでも役にたつ情報を仕入れる」

でも、そうすると役に立つことが得られない本っ

ていうのはムダなことになっちゃうってことです

よね。それをどう見つけるか。

他にはどんな意見があるでしょうか。

「リラックスのために読む」

机にかじりついてというよりは、ゴロゴロ ･･･な

るほど。

どうでしょう？

確かに「おさらい」っていいですね。

たぶんそれって目的なんですよね、皆さん。

目的も大事なんですけど、読書ってどうしたら終

わりなのか。例えば、ほとんどの人が本を読み始

めたら、全部のページを読む、全部の文字を読む

ことを、読者のゴールにしているケースが多い気

がするんですよ。

これに、はまっちゃうと途中で読書をやめるって

こともできないし、知っていることも読んじゃう

んですよね。私は知っていることがあったら、パ
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ラパラめくるだけにして、読まないようにして

います。例えば、この「「文章術のベストセラー

100冊」のポイントを1冊にまとめてみた。」

パラパラ見ていくと、とにかくたくさん書くって

いう項目があったとしたら、それはもうとにかく

たくさん書くってこういうことだろうなってイ

メージがつく。そうすると見出しだけサーッと

追っていって、あぁ思った通りのことが書いてあ

るな。このぐらいになるわけですよ。読まなくて

いい。

自分があんまり意識していないこと。でもこう見

ていくと、同じ言葉の重複を避ける、見出しで内

容を端的に伝える、日頃から内面を豊かに耕す、

もう中身読む必要ないなと思うんですよ。

結局知っていることが書いてあったら読まない。

私はページをめくったら読書が終了って考えてい

るので、たぶんこの文章術の本を読もうと思った

ら、どうだろう ･･･1時間はかからないと思うん

ですよね。

それは自分が説明できる、知っていることが書い

てあるから。それが復習できてよかったな。でも

真面目な方々っていうのは、知っていることが書

いてあっても全部一文字一文字追っていって読ん

じゃう。

読書の定義を「全部文字を読む」っていうところ

から、私みたいに「ページをめくればOK」知っ

ていることが書いてあるところは読み飛ばす、み

たいに変えていくと、ムダなことをしなくなりま

すよ。

ただ人によっては、もったいないっていうんです

よね。読み飛ばしをしたということは、例えば

200ページ 1,000円の本があったとしたら、10

ページ読み飛ばしをしたら、数十円損をしたみた

いな、なんかそんななっちゃうんですけれども、

そんなことはないですよ。

小説とか映画とかだったら、やっぱり全部見た方

がいいと思うんですよ。いろんなストーリーとか、

そういう作りがあるので、ただビジネス書とかっ

ていうのは、知っていることが書いてあったら、

そこは無視してもいいんじゃないかな。

最初に本を読み終わったらどうするのか。そん

な話をしていきたいんですけれども、皆さん、

本を読んだらどうしていますかね？もう完全に

Kindle っていう方もいらっしゃいますし、私み

たいに両方使うっていう人もいますけれども、結

局本って、いつか使うかもしれないから取ってお

くでいいと思うんですよ。

使わない本、使う可能性がゼロの本っていうのは、

ゴミにしかならないので、もう全部捨てましょう

と。例えば、私なんかは文章の本は 100％使う

可能性がある、だから文章の本はやっぱり捨てな

いです。

メールの本はいろいろありますけれども、「恋愛

系のモテるメール術」っていう本とかも置いてい

ますね。「ビジネスメールの言い換え」とか、有

名な人が書いた本とか、これは使う可能性が非常

に高いんですよね。

あとは本の話しが来たときに、こういうのを参考

にして企画を立てるんですよ。
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人の企画で、これちょっと盗めるなっていうのが

あったら、それは容赦なく使っていったほうがい

いので、例文とかって、だいたいみんな同じこと

が書いてあるので、自分の例文に入っていないの

が載っているから、これも入れておこうみたいな、

こんな感じで調整する。考えなくていいわけです

よね、本がたくさん情報がたくさんあると。

あとは、例えばですけど、「させていただくの使

い方」。させていただくっていうのは、やたらめっ

たら聞かれるポイントなので、それを 1冊の本

にまとめたのかっていう、これはすごくいい本

だったんですけど、こういうのはもうずっと取っ

ておく。また聞かれたら答えられるようにってい

うことで、取っておく。こういう本はもう捨てちゃ

いけない。

逆に、こういった「Premiere Pro」の本なんかは、

ソフトがバージョンアップして、インターフェー

スが変わったりしたら、もうこれはお役御免だな。

あと自分がもう読まなくてもわかるぐらい理解で

きていたら、こういう本はどんどん処分した方が

いいかなと。

特にインターネット関係の本っていうのは、人

にあげても迷惑がられるというか、10年前

の Dreamweaver の使い方とか、エクセル

の使い方とかをもらっても困るでしょうし、

Windows5.1 とかそんなのありましたっけね。

そんな時代の本とかもらっても困るわけですよ

ね。価値がなくて骨とう品にもならないものって

いうのは、正直全部捨てた方がいい。

あとは、稲盛和夫さんの「生き方」とか、これきっ

と一生のうち何回か読むだろうなと思って、たぶ

ん2回ぐらい読んだんですけど、こういう名著っ

て言われるものは、やっぱり取っておいたほうが

いい。

この「ザ・ゴール」なんかもそうですよね。「ドラッ

カーの名言」これも 1回も開いてないですけど、

ドラッカーの名言あったほうがいいかなと。思う

のは私の、これもそうか、これは人がすすめてい

たから購入した「ザ・メンタルモデル ワークブッ

ク」これは、ある人がすごいすすめていて、コー

チングとかのジャンルになるのかな、自分を深く

知るのにはいいですよっていうことで買ったけれ

ども、自分のことはあんまり深く知りたいって思

わないので、もう読んでないんですよね。

本ってやっぱり時間配分なので、自分の興味があ

るものとか、優先順位を上げてやらなきゃいけな

いものっていうところに行く。私が例えば、この

あと事業どうしようかな ･･･とかって悩み始めた

ら、自分の心を深く知る必要って出てくると思う

んですよね。

あるいは、カウンセリングとかコーチングの仕事

をしているならば、こういうものってネタの宝庫

だから、すぐ読んだ方がいいと思うんですけど、

まぁ積読ですよね。

「お金と時間の科学」この本も良かったですけど、

やっぱり時間管理的な本は、たぶんこれは二度と

読まないと思うんですよ、でもとりあえず取って

おきますね。また違う視点が後でいられるかも。

あとはこういう本ですね「神話の法則」とか、

3,600円。これすごい有名ですよね。これなんか

すっごいいい本で、なかなか市場に出回らないっ
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ていうことで、やっと中古で手に入れたような、

そんな記憶があります。結局私もこういう厚い

本ってたくさん持っているんですけれども、もう

ね期待通りに1回も開いてないっていう（笑）

なんでしょうね、いつか使うときが来るだろうな

と思って買っているわけですよ。神田昌典さんが

監訳をしている本、すごい売れている本だったの

で、私もご多分に漏れず購入しましたが、2012

年ですね今から 10年前です。もう 10年経った

らマーケティングの世界ってどうなんだろうだっ

ていう。

私もこういう失敗していますよ、特に分厚い本っ

て、読む気にならないんですよね。

何かいい本買ったぞってモチベーションが上がっ

ていますが、「マーケティング大全」「戦略的ブラ

ンドマネージメント」「研修開発入門」うん・・・

全部 1回も読んでいません。

これは何なのかっていうと、たぶんこのマーケ

ティングの本は、次パラッと見て今年の年末の大

掃除で、サヨナラをするのではなかろうか、ある

いはこの本を置いておくことで撮影したときに、

後ろに本棚が映って、賢そうに見せることができ

ると。その背景として取っておいてもいいかなっ

て思うんですよ。

これが例えば「漫画でわかるコトラー、なんやら

･･･」みたいなそういうのがいっぱい並んでいる

よりは、やっぱりそれっぽく見せるための道具と

して置いといてもいいかな。

確かに起業した頃、起業家の先輩のところにお邪

魔したら、もう分厚い本がいっぱい並んでいて、

やっぱり尊敬の眼差しで見ましたからね。という

ことで、そういう役割もありますよっていう本で

すね。

本を読むとき、ぜひおすすめしたいのが、読み返

すか読み返さないか。得るものがなかった、ある

いは、もう十分だからこの本はいらないなと思っ

たら、私は容赦なく処分した方がいいんじゃない

かなと思っています。

置いておいても、使えるときは来ないので、基本

売る、人にあげる、捨てる。捨てるのは誰にとっ

ても価値がない本、これは捨てちゃった方がいい

かなと。売るのは、メルカリだったりバリューブッ

クスだったり、これはいいかわからないんですけ

れども、小説なんかは出てすぐ売っている人がい

るので、そこで買うと安く買え、また、そこで売

ると同じ金額で売れるということで、ほとんどお

金をかけないで本が読める、そんな時代になって

きているので、そうすると作家さんがかわいそう

だなってちょっと思い始め、メルカリはあんまり

使わないようにしようかなって、ちょっと思った

りしました。

そもそも紙の本と電子版、どっちがいいんだろう

という話しも少ししておきたいと思うんですけ

れども、私はこうやって紙の本もたくさん持っ

ています、それからKindle も端末、それから

iPhone にも入れているし、デスクトップにも

Kindle を入れています。

ただ読むだけだったらKindle が一番いいと思う

んですよ。いろんな人が、「イヤ、紙のほうがが

学習効果があるんだ」とか、いろいろ言うんです

けれども、ただ情報を得るだけだったら、もう
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Kindle で十分じゃないかな。

これって新聞とインターネットの日経さんのサイ

トとか見ても同じだと思うんですけど、正直なと

ころ情報としての大差はないかなと。

ちょっと細かく考えていくと、Kindle で買った

本って売買ができない、だから資産価値で考えた

ら紙で持った方がいいっていうケースもあるし、

私みたいに小説をすぐ読んで手放すような人は、

私はたぶん小説は紙でしか今後も買わないだろう

なと思います。

Kindle で 読 む 本 っ て い う の は、Kindle 

Unlimited に入っているような小説ばっかりか

なと、そんなふうに思っています。

今日はちゃんと話をしようと思ったので、紙の本

のメリット、Kindle のメリット・デメリットを

ちょっと考えてみたんですけど、物事を考えると

きに、メリット・デメリットを全部書き出してい

くと、すごく考えがしやすくなる。

例えば、紙の本って、売れる・資産価値がある。

それから線が引けるとか、耳が折れるとか、付箋

が貼られるとか、あとは出版点数が多い、ここに

ある本でもたぶんKindle版になっていないもの

も多いと思うんですよね。そういうものはもう紙

で買うしかない。

あとは、本の装丁とか厚さだったり、手触りだっ

たり、そういうところから伝わるものってあると

思うんですけど、Kindle はもう何も伝わってこ

ず、読んでいたらいつまでたっても終わらない

なぁと思ったら、めちゃくちゃ分厚い本だったっ

ていうのもよくあるんですよね。その辺はちょっ

と残念かな。

紙の本っていうのは、図版がわかりやすいし、人

と一緒に見ることもできるし、一覧性もあるし、

所有欲が満たされるし、壁に並べたときに気持ち

がいい。やっぱりKindleの中の本棚だと、ちょっ

と一覧性も低いし、検索性もちょっと低いし時間

かかるし、それによってどっちにするのかという

話し。

紙の本のデメリットは、場所を取る、これだけあ

ると場所も取るし重たいし、それで床が抜けるな

んていう人もいる。引越しするときには面倒だし、

最近ちょっと目が悪くなる、これは老眼ですかね

（笑）になると、ちょっとキツいわけですよ、疲

れるし。

電子のメリットは、場所・空間を取らない、あと

はやっぱり基本安く売っていますよね、ポイント

が付くとか、あとはKindle Unlimitedに対応し

ていますよね。

私普段、Kindle で読むときっていうのは、何か

いいこと書いてあったらそこに線を引いて、それ

を自分のメールに送っています。昔はKindle で

読みながらスマホ立ち上げてスマホにメモを取

るってやっていたんですけど、もう面倒なので、

ピンときたワンフレーズだったら、それだけメー

ル。また良いことが書いてあったら、それだけ

メール。後でメールをまとめて受け取って、それ

をTodoに移す。

あるいはnote に記事を転載してページを1個作

る、そんな読み方をするようになりました。この
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iPhone の中のKindle アプリでも文章のコピー

はできるんですけど、できる量に上限があるんで

すよね。そうすると、線を引いたのに「上限超え

てます」って出てちょっと面倒くさいなって思う

ことがあるので、最初の頃はいろいろ考えて画

像でキャプチャー撮ってOCRで読んだらどうか

な？とか、いろいろやったんですけど、そんな面

倒くさいことする必要ないな、というそういう感

じです。

この前、実践塾の飲み会でそんな話しになったん

ですけれども、Kindle Unlimited に入っている

人が、当時 8割いたんですよね、手を挙げてく

れた人が。そのぐらいも普及していて、会員さん

のように本を月に2冊 3冊読む人っていうのは、

もうこれを入っておいた方がいいなっていう、長

いものには巻かれた方がいいなと。月額 980円

ですから2冊読んだら元が取れる。

「今なら3ヶ月 199円で読み放題」みたいな、そ

ういうのが毎月毎月あるので、

1回試してみるのがいいんじゃないかなと。

やっぱり本って買ったら読まないともったい

ないっていう感覚があると思うんですけど、

Kindle の本は、私ちょっと読んで、つまらなかっ

たらすぐ消します。これを繰り返し繰り返し、い

い本に出会ったらその著者の本をひたすら読む、

そんなことをやっています。雑誌はいろいろ入っ

ていますけど、雑誌は向かないかなとそんな印象

があります。

Kindle の端末、これはオアシスだったかな、ペー

パーホワイトっていうのもあるじゃないですか。

私のKindle購入歴をさっき確認をしたところ、

2014年 2月にペーパーホワイトっていうのを

買ったんですよね。何が違うかあまりよくわから

ないんですけど、すごく軽くて使いやすい気がし

たけど、ページを送るときにすごい重たいんです

よね動作が。普段ちゃっちゃか読んでいくタイプ

なので、もうページが変わるのが遅すぎて「イヤ

だなぁ」と思って、読むのをそこでやめました。

当時は私 Kindle なんて流行らない、電子書籍な

んて普及しない、ということを言うぐらい、端末

が追いついていないのと、世の中にまだ浸透して

いないっていう状態だったんですけど、気づく

とコロナに入った 2021年の 4月に、商品を読

み上げると「Kindle Oasis、色調調節ライト搭

載Wi-Fi8 ギガ」っていうのを買ったんですよ、

26,480円。

そこですぐ行き詰まったのが、ちょっと漫画を入

れてみたりとか、入れる冊数が多くなると、これ

以上入らないと言われて、1年後に 32ギガのも

のを買い直しています。

これは、使い方としてダメなやつだと思うんです

けど、ダメなやつなのかな。まぁ、いいかな。結

局、平野 Kindle1号、2号と 2つあると、両方

に本が入るんですよね。「平野さん、なんとかの

本読みたいんですけど」って言われたら、今ま

で紙の本で貸していたんですけど、「あっじゃあ、

Kindle に入れておきます」っていうこともでき

るようになったので、同じ本が複製されるからそ

れはいいかなと。これはダメなやつですかね。会

社に置いておく。う～ん、ダメなやつだけど大丈

夫かな ･･･ 大丈夫ではないかな ･･･これからは

やりません（笑）
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Kindle の端末買うときに、広告あり・無しって

いう表記があって、私は広告無しにしているんで

すけど、有りだと、スリープ状態にしていると

きの表紙に広告が出るとか、そういうものなん

で、そんなに邪魔にはならないと思うんですけど、

2,000円で変な広告が表示されなくなるんだった

ら、まあいいかなと思いました。

端末のホームの画面の下にもスポンサーのバナー

が出るって書いてあったんで、それがどの場所に

どのぐらい出るのかわからなかったので、まぁ

2,000円か ･･･、いいや ･･･というそんな感じで

した。

ちなみに毎年、11月の今年は 25日金曜日に、

ブラックフライデーっていう、みんなが安くいろ

んな物を売るっていうタイミングが来るので、ひ

と月ぐらい待っていたら、Kindle の端末がまた

安売りされると思うので、そういうときに見てみ

るのもいいかなぁなんて思います。

ここから普段、本をどうやって選んでいるのかっ

ていうことなんですけれども、今自分に課してい

るルールというか、課し始めたルールは、月に2

回本屋さんに行くというのを決めて、この前から

やり始めました。会社の側の三省堂と御茶ノ水駅

の丸善と、自宅のそばのブックファースト新宿店

があってブックファースト新宿店とかってやった

ら専門書がたくさんあるので、そこをよく行って

普段見ない、この前スピリチャルコーナーとか宗

教のコーナーとか見たんですけど、この人の本が

こんなに並んでいるんだみたいな。

この人、Amazonのランキングで 1位だったの

を何回か見ているけど、やっぱりリアル書店にも

置いているんだなとか、そういうのを知識とし

て持っていないと、本当偏るわけですよ。普段

今までAmazon でしか買っていなかったので、

Amazonで買っている、出てきている本だけが

売れているっていう、そういう世界しか見えてい

なかったんですけど、やっぱり自分の世界じゃな

くて、いろんな人が作っている世界にお邪魔した

方がいいなということで、本屋さんに2週間に1

回ぐらい行ったらいいかな。

もうひとつ、本屋さんに行く理由が、Amazon

が儲けてもしょうがないかなと思うようになりま

して、もうひとつ、ヤマトさんとかが運んでくれ

たりすると、この 1,000円とかの本が送料なし

で運ばれてくるということは、すごい大変な思い

をして最後のラスト 1マイルを運んでいるんだ

ろうなって考えると、何か書店で買った方が、み

んな幸せなんじゃないか、みたいにちょっと思う

ようになりました。

最近流行りのSDGsとか、二酸化炭素を減らし

ましょうって話しもそうかもしれないんですけ

ど、本の配送をするっていうのは行為としてどう

なんだろうなって、ちょっと考えるようになった。

近くの本屋さんが潰れたら困るわけですよ。そこ

の三省堂なくなったら結構困るので、やっぱり本

は三省堂か丸善のリアル書店。あとは田舎に行っ

たときは、ちっちゃな本屋さんに行って買った方

がいいなとちょっと思ったりしています。

本を選ぶときどうするかっていうと、好きなもの

を選んでも全然いいんですけど私は目についたら

基本「買う」ってしています。Amazon で買っ

ていたときは、もう吟味はしない、もう中身も一
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切見ない、これは賛否両論あると思うんですけど、

会社の経費だから私は全て何でも買う、ここに

使っていない本がたくさんあるのは、あんまり話

しじゃないんですけど、結局会社が例えば3,000

円出して本を買いました、で、それ以上の利益を

会社にもたらせばいいという考え方なので、基本、

悩む時間があるんだったら、もうどんどん買って

どんどん読んで会社に貢献しようっていう、そう

いうパターンでやっております。

基本多読なので、Amazon のランキングで上位

に入っているとか、人のメルマガで紹介されてい

たとか、こういう場で「この本、いいよ」って言

われたら、基本全部買っています。

他にも新聞の書評とか、読書会に今は毎週出てい

るので、その読書会に参加してる人が、「これい

いよ」ってすごいすすめたものはこれも全部買っ

ています。そうしないと読むものが出てこないん

ですよね。だいたい読書会の最後は撮影するんで

すけれども、そこで出ている本って 3分の 1ぐ

らいは、読んだことある本なんですよ。そのぐら

い、まだまだ逆に読んでいない本があるので、読

んでいない本もどんどんどんどん読むと、そんな

ふうにしております。

売れている本が決して良い本ってわけじゃないん

ですけど、売れているって何か理由があると思っ

ていて、仕掛けなのかタイミングなのか、人が買

う理由っていうのがあると思うので、やっぱり売

れ筋、ビジネス書だったら 10万部、世の中に出

る一般書だったら 100万部を超えているものは

全部押さえておこうかなと思っています。

あと本を選ぶときに、基本興味ある著者の本って

いうのは、飽きるまでずっと買います。この頃な

んかは、神田昌典さんの名前がついているものは

全部買うっていうね、そういう感じでしたけど、

その後は買っていないんですよね。

私、人の名前を覚えるのが非常に苦手なので、今

著者の名前が出てこないんですけど、お坊さんが

書いている本、枡野さん！枡野俊明さんでしたね。

この人の本が実は、Kindle Unlimited にたくさ

ん出ていて、1冊読んだらすごいよかったんです

よ。他にないかなと思ったら、最近その著者買い

するときは、Kindle の読み放題に入っていない

かなで調べて、出てきたものは全部読んでいます。

それでも飽きなかったら紙の最近の本を買う。こ

の枡野さんの本は 10冊以上読んで、「うん、な

るほどこういうパターンか」っていうのがわかっ

てきたので一旦打ち止めにしようかな。

私は飽きるまで読むのをおすすめしていて、そう

するとその人のエピソードってだいたいかぶって

くるわけですよ。私も過去に本いろいろエピソー

ドを書いていますけど同じことを書く。それはも

うネタが無いからでしょうがないし、それを超え

るエピソードが無いからそれを使う。

そうするとその人の話っていうのがある程度形が

見えてくるので、そうしたらこの著者じゃなくて

いいかなっていう感じですかね。著者で選ぶん

じゃなく人のすすめじゃなく、あとは何かってい

うと、出版社で選ぶというのもよくやっています。

やっぱり、ダイヤモンド社さんのこの壁を通り抜

けてきた人とか、ちょっとざっと挙げると、プレ

ジデント、東洋経済、日本実業出版、かんき出
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版、講談社、最近だと同文館、朝日新聞出版、サ

ンクチュアリ、ディスカバー、日経 BP、徳間書

店、ビジネス社、日経新聞出版社、サンマーク、

PHP、技術評論社、フォレスト出版、文響社な

どなど、ちゃんとした出版社っていうのがわかっ

ていたら、ちょっとあんまりいい話じゃないかも

しれないんですけど、やっぱり自主出版っていう

のは、商業出版できない人が自費出版をするって

いう流れが圧倒的に多いんですよね。

となると、私はその自主出版で出したであろう

本っていうのは基本読まないようにしていて、ダ

イヤモンドでも自主出版の部門があるわけです

よ。これたぶんそうだなと思ったら避けます。読

んでいるとわかるんですよ。これはちょっと著者

の主張が強すぎて、これは明らかにお金払って

作っているなみたいな。

幻冬舎の本が読むけれども、幻冬舎ルネッサンス

の本は読まないみたいな。具体的な社名言ってい

いのかわかりませんが、実はちょっと気になって

幻冬舎メディアコンサルティングっていう会社が

よく営業電話してくるんですね、「本出しません

か？」って。「イヤ、本出していますよ」「あぁ、

そうですか」みたいな、こんな会話をするんです

けれども、ホームページをさっき見て思ったのが、

ジャンルが広いんですよ。

絵本があったりとか小説があったりとかビジネス

書があったり、いろんな宗教的な本があったり、

200冊見たんですけど知っている著者、知って

いる本が1冊もなかったんですね。

これがいい悪いっての難しいかもしれないんです

けれども、そんなにメジャーになっている本が出

ていないのかなと。もしかしたら、出している人

も営業として配れればいいや、とか、思い出作り

にとか、そういう本になっている可能性があって、

そうすると商材を売るための本になっていたりと

か、得られるものがない本になっている可能性が

あるので、こんなストレートに言っていいかわか

りませんが、出版社を見て買うっていうのもひと

つの方法なんですよね。

昔の私のようにAmazonでそのまま買うってい

うと、手に取って初めて「あれ？これ違うじゃ

ん」ってなる可能性があるので、ネットで直で買

う人はこういう選び方もありかなと。

普段私が紙の本を買うときは、確実にこうやって

いますよという話しをすると、まず表紙見て、タ

イトル・著者を見て、帯を見て、このジャンルの

このタイトル面白そうだな、これは「短いは正

義」で、私も短いは正義だと思っていて、60文

字ワンメッセージ、で私は50文字ワンメッセー

ジって言っているので、これはどういう違いかな

とかって気になるわけですよ。

で、手に取る、そうしたら値段を見て「へぇ

1400円かぁ」。次、私は絶対誰が書いたかを見

ています。この人が書く資格があるのか語る資格

があるのかってやっぱり大きいので、コピーライ

ターの人が書いているんだ、なるほど。京都芸術

大学出身なんだなとか、ここにポカリスエット

やったんだ、カロリーメイトやったんだ、なかな

かこの人はすごそうだぞ。

この後で、皆さんどっちに行きますかね？私は目

次とかじゃなくて、あとがきを見ます。見るとい

うよりは、あとがきをがっつり全部読みます。
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あとがきって私も本の一番最後書きますけれど

も、いちばん読んだ人に伝えたいメッセージを書

いているので、ここの書き方によって、この人は

こういう気持ちでこの本を出したんだなとか、こ

の人が言いたかったのはこれなんだなみたいなこ

とが書いてあって、結構人となりがわかったりと

かするので、いいんですよね。

個人的には謝辞がいっぱい書かれている本は、

ちょっと違うっていうとアレなんだけど、私もよ

く謝辞に名前を出してもらうから、あれなんです

けど、謝辞が 100人ぐらい載っているものとか

を見ると、「これはこの人たちアンケートに答え

たのかな」とか「何かそういうグループがあるの

かな」とかいろんなこと考えちゃうので、何か純

粋に作られた本だっていうのを見るならば、ただ

のあとがきがいいのかなと。

あとは、家族に対する謝辞を書いている人も結構

いらっしゃるんですけれども、それも、家族が大

事なのかなとか、そういう印象を作りたいのかな

とか、そんなことをちょっと考えちゃったりもし

ます。

あとがき見て、この本も良さげだな、買おうかな？

と思ったらそこで初めて、前書きを見て、あとは

目次を割としっかり見ます。目次見て、そしてレ

ジに行くっていう感じですね。

私あの大事なことをひとつ今、間違えました。表

紙を見た後には、パラパラ見るのが最初です。表

紙見てパラパラ見て、もう字がすごい詰まってい

るとか、図版がないとかだと、読みづらいなと思っ

てそこで置いちゃうことが結構あります。

この本なんか読みやすそう、良さそうだなと思っ

て、その後にプロフィールを見るっていう感じで

す。あんまり本を読み慣れていない方は、もう正

直なところ目次だけ熟読したらいいです。もう正

直この目次だけあれば、本が 1冊書けるぐらい、

そのぐらい、ちゃんと言いたいことを出して並べ

て伝わるようにして、いろいろひねったりもして

いるので、この目次を 5分ぐらい時間かけて読

んだら、そもそもこの本買わなくていいじゃんっ

てなるかもしれないし、あるいは自分で書かれて

いることが推測できないんだったら買えばいい。

「ポイントを絞るなら 3つ」「強みを数字に置き

換える」何かわかりそうだけど、具体例が自分で

出せないなと思ったら、これは買いの本かなとか

そんな感じですね。

この辺にある分厚い本たちっていうのは、全部

Amazonで直で購入したものなんで、届くまで

こんなに分厚いと思っていないんですよ。買った

ときは 3,800円か、専門書だからちょっと高い

んだろうなと思っていたら、想定の倍の厚さのも

のが届いているっていう。唯一思った通りだった

けど読んでいないのが、さっきの研修の本ぐらい

かな。

結局本っていうのは、値段と価値があって、価値

が高ければ値段が別に1万円でも1,000円でも、

それを超える価値を自分が受け取れるんだった

ら、この本というのは買いになるのかなと思うん

ですよね。

全ての購買行動がそうだと思うんですけれども、

自分の価値を高くしておいたら多少高い本でも買

えると、このイメージはわかりますかね。自分の
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時給が 1万円だったら 1万円の時間短縮できる

なら、この本は買おうみたいな。

自分の時給が 1,000円だったら、この本から得

られるものは少ないかもしれないみたいに考え

ていく。そうすると、いかにこの 1冊の本から

価値を引き出すかっていうのは、こっちの作業に

なってくるので、私だったらこの本を1冊読んで、

TODOが 5個出た。よし、大正解。もうこのぐ

らいの感覚で、いつも本と向き合っています。

著者さんっていうのは、すごい時間をかけて本を

書いているので、どんだけ時間かけたんだろうっ

てすごい考えるんですよね。何人の人が関わって

どのぐらいコストをかけて、この人は本を生み出

したんだろうと考えると、やっぱりそこに敬意を

持って本を読んであげた方がいいんじゃないかな

と、そんなふうに思っています。

実際、本を選んでこれから読むっていう話しに

なっていきますけれども、つまらないな、得られ

るものがないな、予想外だなと思ったら、読むの

をやめた方がいいです。これね、もったいないっ

て思うかもしれないんですけど、まずいものを最

後まで食べたらまずいですよ。これしょうがない

んですよね。

映画とかでも、映画館入って10分ぐらい見てこ

れ駄作じゃないか自分に合わないと思ったら、出

た方がいいんですよ。出てカフェに行くとか、別

の映画を見直すとかの方がいい。でもほとんどの

人が 1,500円もったいない、いや今 1,700円ぐ

らいでしたっけ？ 1,800円？がもったいないか

らって最後まで見ちゃうんですけれども、そこに

かけた時間の方が価値が高いわけですよ。

この 1時間があったらどんな楽しいことできた

んだろうか。

読者も一緒で、映画館だと出るのはちょっとな、

気が引けるなってなるかもしれないんですけど、

本は自分の意思でやめることができるので、つま

らないなと思った本は、もうやめる、すぐ売る。

オンラインセミナーだったら、電源を切るってい

うね。「なんか調子悪いんでちょっと一旦落ちま

す ･･･」みたいな感じで、やめた方がいいと思い

ます。

普段本を読むときにどんなことを考えながら読む

のか。この著者の人が目の前にいたら、何か質問

できることないかなと思って読むのがいいです。

例えばセミナーだったら、ただフンフンって聞く

よりは、自分が質問したいことを見つけるという

読み方をしておくといいですよ。

これは、読み方の話になるんですけど、私は言葉

を読むときに、塊で捉える読み方をしているんで

すね。基本的に助詞を読まないっていう感じなん

ですよ。この言葉だったら「目的志向」「読書術」

みたいな感じで漢字だけ、これで十分意味って理

解できる。

「てにをは」を、私はほとんど気にしないで読ん

でいるので、自分の「てにをは」が多少おかしく

てもそんなに気にならない。だいたい日本語って

いうのは漢字をとらえて語尾、「である」「ではな

い」の語尾をちゃんと捉えておくと、イエスかノー

かわかるので、もう本当読み方としてはブロック

で3行ぐらい同時に読んでいく。

そこに書いてある漢字を見ていくと、だいたい何
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を言いたいかわかるので、そういう読み方をして

いくのがおすすめなのかな。これはメールを早く

読むのもそうなんですよね。見出しだけ追ってっ

て、興味があるとこだけ読むとか、あとメールも

冒頭の挨拶なんかは、ただ書いてあればいいので、

どんな挨拶かは基本気にしない、だからそういう

読み方をおすすめしています。

ほとんどの人が全ての文字を同じ重みで読んでい

るんじゃないかな。そうすると、理解がしづらく

なっちゃうので、軽く読むところ、重く読むとこ

ろ、読み飛ばすところっていうのを決めていくと、

スラスラ読めますよ。

読んでいてわからないこと。この登場人物誰だっ

け？みたいなことがあっても前に戻らない。前に

戻るとすごい時間かかるんですよね。自分はバカ

だ、みたいなことを考え出しちゃうので、わから

なくても先に進む。とりあえず全部めくって、も

う1回読み直す、その方がいいです。

そうなんですよね私、本は基本、前に戻らない。

基本というか全く戻らないんですよね。ただ人と

話しをしているとすぐ戻る人がいるんですよ。で

も、戻ることっていうのは実はあんまりよくない

ですよね。

1回通しでこのセミナーを聞いて、よくわからな

かったなと思ったら、もう 1回見直すと理解が

絶対できるはずなんですよ。最初気づかなかった

こと、それが今度入ってきたり、全景が見えてい

るから、細かいところに目がいったりということ

になります。なので、良い本は何度も読んだ方が

いいですね。

「さおだけ屋は～」の本も、2回目読んでみたら

全然違うことが得られた。だいたい人って 1回

読んでそのときの興味しか見ていないので読み直

すことをおすすめします。

本に書いてあることは、基本疑った方がよくて、

著者も知識がなくて誤ったことを書いているケー

スあるんですよね。さっきも新聞の記事の確認を

していて、これも言葉を間違えるといけないんで

すよね。新聞というのは基本確認って上がってこ

ないので、ちょっとコメントの確認をしていたん

ですけど、「このコメントっていうのはちょっと

まずいよね」っていうのを直してもらったりとか、

意見を伝えたりとか、プロのライターさんとか記

者さんが書いてきたものも、日本語として間違っ

てたり情報として間違っていることっていうのは

絶対あるんですよ。

本も、今私が書いている本は、編集者、私、うち

の別のスタッフ、それから校閲の人、4人ぐらい

しか関わっていなくて、その人たちの知識で網羅

できていないものっていうのは抜けちゃうんです

よね。なので本は 95％信用する。5％はこの人

間違っているんじゃないかな？と思って、対話を

するつもりで見ていってください。

書き手のポジションによって書かれ方って違うの

で、結構本を読んで批判する人っているんですよ。

これは私が批判されるからなんですけど、「初心

者向けのことしか書いていなかった」って書くん

ですよ。でも、この本は初心者向けに書いてるん

だから当たり前じゃないか、と思うんですよね。

なので本を買ったときに、例えば短いは正義だっ

たら、普段長くなっちゃう人がターゲットなんだ
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ろうなと。文章が苦手な人とか、あまり文章のこ

とを勉強していない人とか、楽々書ける、スラス

ラ書ける、伝わるなので、楽々書けていない人が

対象なんだろうなと思っているわけですよ。

そうすると、書いてあることが知っていること

ばっかりだとしても、「知っていることばっかり

書いてあった、これはダメな本だ」っていう評価

にならないわけですよ。

それってもう、読み手のスキルの問題になってし

まうので、なのでこの人がどういう意図で誰に向

けて書いているのかっていうのはちゃんと捉えた

方がいいです。

そうしないと、ソフトの使い方で上級編をいきな

り買ってよくわからないとか、この方がわからん

とかっていう、そういう評価になっちゃうので、

そこは合わせていきましょう。

本をもっともっと理解したいなと思うのであれ

ば、普段私は本を読むときは、TODOを出すっ

てことだけ考えて、「あっ、いいこと書いてあっ

た！これをやろう！」もうこの繰り返しのために

読んでいます。

これは、セミナーの受け方と一緒かなと思うんで

すよね。あとは知識として記憶に残ればいいや。

もっともっと知りたいのであれば、マインドマッ

プを書いていくとか、それからnote とか、メル

マガとかに記事として公開していくとか、私が今

参加しているような読書会で発表するとか、アウ

トプットを前提にすると、インプットがちゃんと

入ってくるんですよね。

読書会に私も、もう 2年ぐらい出ているんです

けど、それまでは何を読んだか全然覚えていな

かったのが、週に 1回ちゃんと何を読んだかっ

て残しているので、本の名前を覚えられるように

なりましたね。あとこの本を読んだっていうのが

明確にわかるようになった。

今までは誰が書いたか、どんな本かってどうでも

よくて、TODOを出して処分。だから同じ本を

また買っちゃうっていうのがあったんですけど、

そういうのがずいぶん減りました。

読書会は、今私が参加しているのはPAGという

社団法人の読書会で、そこは4人ぐらいのグルー

プを作って、Zoomのブレイクアウトルームに

分かれるんですけど、1人 1冊使って 3つぐら

い引用して、自分のコメントをつけて、引用、コ

メント。最後に、「この本で得たもので、私はこ

んなことをやりますよ」って宣言をして、みんな

からフィードバックをもらう。というのを人数分

やるんですよね。

そうすると、引用するところって、声を出して読

むから覚えられるし、みんなからフィードバック

がもらえて、違う気づきが得られたりとか、宣言

するから何かやんなきゃいけない、アウトプット

するからやんなきゃいけないってみたいになって

いくので、読書習慣作りたい人は、こういうのを

使ってみるとか、あるいはメルマガを出すとか、

何でもいいんですけど、アウトプットの場で読む

と絶対読書ってはかどります。

本を読む時間をどう作るかですけれども、読む時

間っていうか読む習慣がない人は読む時間を作ら

なきゃいけない。本を読む時間作ろうと思ったら、
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強引にこじ開けるっていう方法もあれば、今ある

時間の中でやりくりするっていう方法もあって、

ひとつは移動中、それからお風呂の時間、私はこ

れを読書にあてています。

お風呂に今 20分ぐらい浸かっていて、通勤 30

分ぐらい何だかんだ言ってあるのかな。そうする

と1日 80分ぐらい読書に充てられる時間が、何

もしなくても作れるんですよね、

皆さん、通勤ない方いらっしゃるかもしれません

けど、お風呂の時間とか通勤時間とか、ウォーキ

ングしている時間だったら音で聞くっていうのも

ありかもしれないですけど、今の中でこうやって

増やせるものがないかって考えていくのが、まず

はおすすめです。

どこで読んでいるか？なんですが、基本自宅で読

んでいます。自宅のソファーでゴロゴロしながら

読んで、ゴロゴロしてちょっと体が疲れてきたら、

今度は窓を開けて、窓に腰掛けて落ちないように

しながら本を読んでいます。

そこから落ちたら確実に死ぬので、気をつけてい

ますけれども。あとは家の中で歩き回って読むこ

ともあります、運動がてらですね。本当は外に出

て歩きながら読みたいんですけど、ちょっとよく

ないなと思っているので家の中で読みながら歩く

という、こんな感じでやっています。

あとは確実に土日の午前中に 3時間読書の時間

を取るというのをやっていて、読書会終わった後

とかに、そのまま読書の時間を 3時間ぐらい取

ることが多いかなと思います。「平野さん、結構

本読みますよね」と言われて、だいたい 400冊

読んでいいますと。1冊読むのに、だいたい平均

すると90分ぐらいです。

これなんでかっていうと、知っていることが書い

てあれば、読むのが早い。薄い本を読めば読むの

が早い。いろんな理由があって平均すると90分

ぐらいで1冊読める。

だからやる気ないんですよ分厚い本っていうの

は。これたぶん 5時間とかじゃ終わらないだろ

うなと思っていて。だいたい 200ページぐらい

の本なら90分あれば十分です。これを計算して

いくとどうかっていうと、600時間の本を読む

のに365で終わったらどうか。

そうすると、400冊を読むためには 1日 100分

あればいい。こういうことになるんですけれど

も、もともと私が日常生活で捻出した時間ってい

うのが、通勤時間とそれからお風呂の時間、それ

で80分もう毎日取れているんですよ。

お風呂も毎日入るし、通勤しないこともあります

けどね、ただ土日で 3時間取れているので、80

分よりもたぶん長い時間取れているのかなと。そ

うするとあとは意図的にちょっと読書の時間を増

やすだけで、このぐらいは捻出できます。

この同じ考え方でいうと、1冊 180分、倍かか

る人がいたとしても、同じ考え方でちゃんと時間

を確保できれば 200冊は読めるんですよ。200

冊っていうと多いなって感じるかもしれないんで

すけれども、1週間 1冊だったら、だいたい50

冊ということで、そのぐらいの時間はなんとかな

るんじゃないかな。
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1冊 3時間かかる人でも、そのぐらいの時間は捻

出できるのではなかろうかという感じですかね。

読むと決めないと読めないので、時間を作ってい

きましょうというそういう感じです。

私がこれだけ読める理由をちょっと考えてみたん

ですけれども、400冊読むって会員さんに宣言

をしている、しかも「年間 400冊読む平野が厳

選した本をお届けします」ってどこかに書いてい

るので、読まないとまずいんですよね。こうやっ

て約束をしていると、やらざるを得ない。あとは

冊数にフォーカスしているわけですから、薄い本

も全然あり。この本もOK。

あとは知識を増やしていくと、絶対読書ってス

ピードが上がりますから、知識を増やすべき、制

作の人が制作の本を読んだら、そりゃあ知ってい

ることが書いてある。掃除をする人が掃除の本を

読んだら、そりゃあ知っているっていう話し。

でも知らない私が読んだら、このカタカナなんだ

ろう？とか、この機材なんだろう？とか、この手

順おかしくないか？っていろんなこと考えちゃう

んですよね。知っているモノが増えるっていうの

は絶対、読書が効率化に繋がっていきます。

あとは本を読んでも理解にこだわらないっていう

ことが、とっても大切で、理解できていなくても、

いつか理解できるときが来るので、今そのタイミ

ングじゃないんだって思った方がいいです。

最近インボイスの本とか読んだんですけど、よく

わかんないんですよね、ただあと半年ぐらいした

ら否が応でもわかる時期が来ると、そんなふうに

思っています。

あとは工夫を続けていくことで、読書の習慣って

いうのは作れていくのではなかろうかと思ってい

ます。冒頭に 400冊読むというこんなお話から

入っていますけれども、もう数を追う読書って意

味がないなと思い始めていて、たくさん読むこと

の価値っていうのが薄れてきているんですよね。

これからは、意味のある読書にちょっと転換して

いこうかなと思っています。300冊ぐらいまで

減らして、中身を濃くしていくとか、この分厚い

本たちを読んで処分するとか、ちょっと読書のや

り方を変えていこうかなと思っております。

ということで、ぜひ皆さんも、読書習慣を身につ

けて、知識を増やしていただければなと思ってい

ます。

ということで以上でございます。どうもありがと

うございました。
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